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森 の国だ より

桃
太
郎
交
通
茶
屋

７
10

　

７
月
10
日
㈬
、
虹
の
森
公
園
駐
車

場
で
交
通
茶
屋
「
桃
太
郎
茶
屋
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
例
年
松

野
駐
在
所
連
絡
協
議
会
と
鬼
北
交
通

安
全
協
会
松
丸
支
部
が
主
催
し
、
特

産
の
桃
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
交

通
事
故
防
止
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し

た
が
、
桃
太
郎
と
イ
ヌ
、
サ
ル
に
扮

し
た
松
野
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
会

員
と
キ
ジ
に
扮
し
た
松
丸
保
育
園
の

園
児
た
ち
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
旬
の

桃
と
安
全
運
転
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
「
安
全
運
転
お
願
い

し
ま
す
。」
の
呼
び
か
け
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
継
続
中
で
す
。
引
き
続
き
、
一
人

ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
の
意
識
を

持
ち
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ゆ
か
た
ま
つ
り

７
20

　

７
月
20
日
㈯
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
周
辺
で
「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
遠
い
昔
の
夏
の
夕
べ
を
再

現
し
駅
前
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

松
野
町
商
工
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、
宇
和
島
美
容

学
校
生
に
よ
る
ネ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

イ
ベ
ン
ト
名
の
と
お
り
浴
衣
姿
の
来
場
者
も
多
く
見
ら
れ
、
主

会
場
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
前
で
は
、
小
中
学
生
の
俳
句
作
品
表

彰
式
や
も
ち
ま
き
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
催
さ
れ
、
思
い
思
い

に
夏
の
夕
べ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
器
男
記
念
館
の
庭
園
で
は
野
点
（
お
茶
会
）
の
席
が
設
け
ら
れ
、
抹
茶
や
お
菓
子
が

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
来
場
者
に
と
っ
て
も
夏
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
心
に
残
る
夕
べ
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
俳
句
作
品
の
芝
不
器
男
賞
と
商
工
会
長
賞
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

【
芝
不
器
男
賞
】

　

ま
じ
っ
く
し
ょ
う
８
と
９
で
た
そ
う
だ
す
い 

東
小
一
年　

柳
野　

晃
汰

　

母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ド
ラ
イ
ブ
夕
焼
け
空 

西
小
四
年　

酒
井　

愛
梨

　

風
か
お
る
な
る
ほ
ど
気
体
検
知
管 

東
小
六
年　

堀
田　

彰
寿

　

燕
の
子
身
を
乗
り
出
し
て
母
を
待
つ 

松
野
中
一
年　

稲
田　

美
優

　

扇
風
機
刻
苦
勉
励
夜
帳 

松
野
中
二
年　

松
田　
　

流

【
商
工
会
長
賞
】

　

な
つ
の
夕
空
に
ひ
こ
う
き
ぐ
も
二
つ 

西
小
二
年　

古
谷　

夏
希

　

先
生
が
う
ち
わ
を
あ
お
ぐ
授
業
中 

西
小
五
年　

青
芝
亜
希
乃

　

高
と
び
や
く
る
っ
と
回
る
夏
の
空 

東
小
六
年　

市
川　
　

遼

　

川
魚
波
紋
と
共
に
翡
翠
に 

松
野
中
二
年　

石
野
田
大
輝

　

余
暇
の
祖
母
「
も
う
七
月
か
」
と
農
作
業 

松
野
中
三
年　

篠
田　

和
香

【
入　
　
　

選
】

　

き
ら
っ
き
ら
ね
え
ち
ゃ
ん
と
み
る
な
つ
の
ほ
し 

西
小
一
年　

谷
口　

結
翔

　

に
い
ち
ゃ
ん
と
か
ら
て
の
れ
ん
し
ゅ
う
か
ぜ
か
お
る 

西
小
一
年　

毛
利　

一
葵

　

ふ
う
り
ん
は
風
に
ゆ
ら
れ
て
お
ど
っ
て
る 

西
小
三
年　

稲
井　
　

碧

　

わ
す
れ
物
ろ
う
下
で
気
づ
く
ア
ゲ
ハ
の
子 

西
小
三
年　

宮
本　
　

凪

　

あ
り
の
列
そ
う
じ
わ
す
れ
て
追
い
か
け
る 

東
小
四
年　

梅
井　

亮
輔

　

夏
の
風
初
さ
い
ほ
う
は
玉
結
び 

東
小
五
年　

竹
内　

茉
桜

　

ま
だ
慣
れ
ず
「
令
和
元
年
」
初
夏
の
風 

松
野
中
一
年　

高
田　

隼
平

　

行
く
雲
も
流
れ
る
水
も
夏
変
化 

松
野
中
二
年　

岩
城　

帆
夏

　

空
見
上
げ
こ
の
手
を
伸
ば
す
夏
の
星 

松
野
中
三
年　

谷
口　

龍
央

　

玉
葱
や
目
頭
お
さ
え
テ
ィ
ッ
シ
ュ
二
枚 

松
野
中
三
年　

吉
本　

昂
生
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７
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、
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ま
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。
こ
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は
、
遠
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を
再
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駅
前
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の
に
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わ
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創
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と
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て
、
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の
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に
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行
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で
は
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ば
な
ど
の
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が
並
び
、
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和
島
美
容

学
校
生
に
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サ
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も
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れ
ま
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た
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当
日
は
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ベ
ン
ト
名
の
と
お
り
浴
衣
姿
の
来
場
者
も
多
く
見
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れ
、
主

会
場
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
前
で
は
、
小
中
学
生
の
俳
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作
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彰
式
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、
じ
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け
ん
大
会
が
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れ
、
思
い
思
い

に
夏
の
夕
べ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
器
男
記
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館
の
庭
園
で
は
野
点
（
お
茶
会
）
の
席
が
設
け
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れ
、
抹
茶
や
お
菓
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が
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わ
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る
な
ど
、
来
場
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も
夏
の
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い
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と
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る
夕
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。
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、
俳
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の
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は
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男
賞
】

　

ま
じ
っ
く
し
ょ
う
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９
で
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う
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す
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小
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母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ド
ラ
イ
ブ
夕
焼
け
空 

西
小
四
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ほ
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も
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か
」
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篠
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【
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選
】
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と
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つ
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西
小
一
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に
い
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ん
と
か
ら
て
の
れ
ん
し
ゅ
う
か
ぜ
か
お
る 

西
小
一
年　

毛
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一
葵
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風
に
ゆ
ら
れ
て
お
ど
っ
て
る 

西
小
三
年　
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物
ろ
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下
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気
づ
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ゲ
ハ
の
子 

西
小
三
年　
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り
の
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そ
う
じ
わ
す
れ
て
追
い
か
け
る 

東
小
四
年　

梅
井　
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の
風
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さ
い
ほ
う
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び 

東
小
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茉
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ま
だ
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れ
ず
「
令
和
元
年
」
初
夏
の
風 

松
野
中
一
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高
田　

隼
平

　

行
く
雲
も
流
れ
る
水
も
夏
変
化 

松
野
中
二
年　

岩
城　

帆
夏

　

空
見
上
げ
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の
手
を
伸
ば
す
夏
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星 

松
野
中
三
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谷
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松
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中
三
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吉
本　

昂
生

防災安全コーナー

　

７
月
７
日
㈰
、
町
内
で
一
斉
に
広
見
川
等
清
掃
美
化
活

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
松
野
の
里
を
美
し
く
す

る
協
議
会
及
び
松
野
町
が
主
催
と
な
っ
て
、
毎
年
住
民
総

参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

で
す
。
当
日
は
住
民
の
皆
さ
ん
約
１
，０
０
０
人
が
参
加
し
、

草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、
地

域
の
環
境
美
化
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
㈰
、
東
京
都
上
野
で
森
の
国
ま
つ
の
応
援
団

関
東
支
部
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
関
東
支
部
は
、
関
東
近
郊
に
お

住
ま
い
の
松
野
町
出
身
者
や
、
松
野
町
を
応
援
し
た
い
と

い
う
皆
さ
ん
が
会
員
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
松
野
へ
の
支
援

協
力
と
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
や
松
野
町
関
係
者
58
名
が
集
ま
り
、
総

会
で
は
、
平
成
29
・
30
年
度
の
事
業
活
動
や
収
支
決
算
、

ま
た
令
和
元
年
度
事

業
計
画
案
や
収
支
予

算
案
が
承
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、
役
員
改

選
で
は
、
岡
本
範
政

支
部
長
の
再
任
ほ
か
、

新
た
な
役
員
体
制
も

全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
同
級
生
や
顔
な
じ

み
と
、
懐
か
し
い
故

郷
の
話
に
花
を
咲
か

せ
、
松
野
町
へ
の
想

い
を
語
り
合
い
、
会

場
は
終
始
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

広
見
川
等
清
掃
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
関
東
支
部
の
集
い

消
防
団
夏
期
訓
練
会

　

８
月
４
日
㈰
、
松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
渡
邊

団
長
以
下
約
１
２
０
名
が
出
動
し
、
松
野
町
消

防
団
夏
期
訓
練
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
会
は
、
始
め
に
各
種
表
彰
及
び

辞
令
交
付
を
行
い
、
そ
の
後
、
町
内
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優　

勝　

第
２
分
団
第
３
部
（
目
黒
）

　

準
優
勝　

第
１
分
団
第
３
部
（
豊
岡
後
）
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◎大会新記録　　（０）
○大会タイ記録（０）

北宇和郡小学校水泳競技大会記録

１　　位 ２　　位 ３　　位 郡　記　録
氏　　名 校　名 記　　録 氏　　名 校　名 記　　録 氏　　名 校　名 記　　録 氏　名 校　名 記　録 年度

男　
　
　
　
　

子

 25m自由形 岡本　侑大 近　永 15"4 増田　智仁 松野東 16"0 松原　虹太 近　永 16"9 兵頭　魁人 愛　治 14"7 25

 50m自由形 川内　斗真 近　永 33"3 岡本　侑大 近　永 34"1 増田　智仁 松野東 35"1 下田　　嶺 近　永 30"1 25

100m自由形 生谷　勝己 松野西 1'28"5 石山　大翔 近　永 1'32"6 髙田　陽生 近　永 1'34"7 下田　　嶺 近　永 1'04"3 25

 50m平泳ぎ 三好　啓太 近　永 46"1 遠矢　純平 近　永 47"3 高田　大生 愛　治 47"4 岡野　裕斗 近　永 41"6 27

100m平泳ぎ 三好　啓太 近　永 1'41"7 高田　大生 愛　治 1'45"7 吉本　賢生 松野東 1'46"4 横山　瑛志 近　永 1'29"1 26

 50m背泳ぎ 井関　　煌 愛　治 45"2 松原　虹太 近　永 48"3 東　　奏多 近　永  '48"5 橋本　大樹 好　藤 35"7 15

 75m個人メドレー 井上　加一 泉 1'04"6 井関　　煌 愛　治 1'05"7 遠矢　純平 近　永 1'06"1
石野　竜平 近　永

57"8
2

内田　祐亮 近　永 19

 25mバタフライ 兵頭　槍真 愛　治 18"6 川内　斗真 近　永 18"7 平山　威舞 近　永 19"8 高田　英雄 愛　治 15"0 21

 50mバタフライ 井上　加一 泉 39"5 兵頭　槍真 愛　治 42"9 平山　威舞 近　永 44"9 二宮龍之輔 近　永 33"0 25

150mメドレーリレー
愛治小学校チーム 2'06"7
井関　　煌／高田　大生／
兵頭　槍真

近永小学校チーム 2'08"5
遠矢　純平／三好　啓太／
川内　斗真

泉小学校チーム 2'19"5
二宮　　駿／渡邊　　陸／
井上　加一

近永小学校チーム 1'58"8 26

200mリレー
近永小学校チーム 2'34"6
岡本　侑大／松原　虹太／
石山　大翔／木下　魁人

松野東小学校チーム 2'52"3
吉本　賢生／増田　智仁／
市川　　遼／若宮　雄大

松野西小学校チーム 2'59"9
生谷　勝己／上川　　慶／
毛利　斗綺／板尾　拳太

近永小学校チーム 2'08"5 25

女　
　
　
　
　

子

 25m自由形 二宮　麻緒 泉 16"6 谷口　舞姫 松野西 17"5 池田　萌花 近永 18"4 河添　千秋 好　藤 14"7 24

 50m自由形 清水　　咲 愛　治 35"9 藤井　夢琉 近永 36"0 都能　光莉 近永 38"5 中田　　葵 近　永 30"4 24

100m自由形 藤井　夢琉 近　永 1'21"4 都能　光莉 近永 1'29"1 岡本　美優 松野西 1'34"2 下田　天海 近　永 1'05"5 29

 50m平泳ぎ 善家　小夏 愛　治 45"5 善家ひおり 近永 50"1 谷口　月兎 愛治 55"4 武田ひかり 近　永 43"5 21

100m平泳ぎ 二宮　麻緒 泉 1'47"6 善家ひおり 近永 1'49"6 谷口　月兎 愛治 1'56"9 武田ひかり 近　永 1'32"7 21

 50m背泳ぎ 山本　寧音 近　永 45"1 岡本　徠愛 三島 48"0 善家　由菜 愛治 50"1 戎　　真花 松野西 33"0 29

 75m個人メドレー 善家　小夏 愛　治 1'04"9 山本　寧音 近永 1'10"5 岡本　徠愛 三島 1'22"2 戎　　真花 松野西 52"4 29

 25mバタフライ 清水　　咲 愛　治 18"6 岡崎　瑚都 三島 18"9 稲井　　唯 松野西 19"4 河添　千秋 好　藤 16"1 24

 50mバタフライ 岡崎　瑚都 三　島 44"6 稲井　　唯 松野西 45"2 上甲　麻由 好藤 45"6 戎　　真花 松野西 32"8 29

150mメドレーリレー
近永小学校チーム 2'11"4
山本　寧音／善家ひおり／
藤井　夢琉

三島小学校チーム 2'26"8
岡本　徠愛／高瀬ひより／
岡崎　瑚都

愛治小学校チーム 2'37"2
善家　由菜／清家萌有里／
鷹見明日香

近永小学校チーム 1'54"4 29

200mリレー
愛治小学校チーム 2'36"7
鷹見　涼華／谷口　月兎／
清水　　咲／善家　小夏

近永小学校チーム 2'45"4
都能　光莉／森　あゆみ／
清水　実海／池田　萌花

松野西小学校チーム 2'46"6
稲井　　唯／谷口　舞姫／
稲田　優妃／岡本　美優

近永小学校チーム 2'16"6 24

　７月20日㈯、鬼北町広見Ｂ＆Ｇ海洋センターで、北宇和郡小学校水泳競技大会が開催され、本町からは２校が
参加しました。「最後まで　自分を信じて　自己ベスト」の大会テーマのもと、選手たちは自己ベストを目指し
て頑張りました。 
　大会結果は下表のとおりです。

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　七
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

薫
風
や
野
行
き
山
ゆ
き
予
土
境 

伊
井　

は
じ
め

闇
に
咲
き
水
に
散
り
ゆ
く
遠
花
火 

伊
藤　
　

富
子

八
月
の
末
を
湿
っ
て
い
る
燐
寸 

川
嶋　
　

健
佑

猫
だ
け
が
話
し
相
手
や
梅
雨
の
窓 

金
谷　
　

文
恵

和
箪
笥
の
引
き
出
し
開
か
ぬ
梅
雨
湿
り 

谷　
　

き
よ
し

奥
伊
予
路
隧
道
抜
け
て
合
歓
の
花 

布　
　
　

康
江

駅
長
も
唱
歌
を
唄
ふ
星
ま
つ
り 

ひ
の　

た
い
ら

ダ
ム
カ
ー
ド
の
看
板
あ
り
て
合
歓
の
花 

三
好　

カ
ン
ナ

葛
句
会　

俳
句
鑑
賞

猫
だ
け
が
話
し
相
手
や
梅
雨
の
窓 

金
谷　
　

文
恵

　

人
間
で
は
な
く
猫
で
は
あ
る
が
話
し
相
手
に
な
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば
近
所
の
人
と
も
話
が
で
き

る
の
だ
が
、
ず
っ
と
続
く
雨
に
数
日
、
誰
と
も
会
っ
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。「
梅
雨
は
い
つ
明
け
る
ん
で
し
ょ

う
」と
猫
に
話
し
か
け
て
も
ニ
ャ
ー
と
答
え
る
だ
け
だ
が
、

そ
れ
で
も
一
人
で
い
る
よ
り
は
気
が
晴
れ
る
の
だ
ろ
う
。

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
七
月
投
句
分

梅
雨
晴
れ
間
言
ひ
た
き
こ
と
の
あ
り
て
座
す

 

八
幡
浜
市　
　
　

井
上
テ
イ
コ

み
か
ん
花
ふ
る
さ
と
の
花
母
の
花

 

伊
方
町　
　
　
　

岩
見　

勝
義

 

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し
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「
俳
句
甲
子
園
事
前
合
宿
と
芝
家
の
句
会
　そ
の
一
」

第
十
五
回　

不
器
男
の
庭

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋　

健
佑

　

毎
年
八
月
、
松
山
市
で
俳
句
甲
子
園
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
第
二
十
二
回
大
会
を
迎
え
愛
媛
県

か
ら
は
松
山
東
高
校
、
宇
和
島
東
高
校
、
今
治
西
高
校
、
今
治
西
高
校
伯
方
分
校
の
４
チ
ー
ム
が
本
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
甲
子
園
本
大
会
に
向
け
て
八
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
松
山
東
高
校
の
俳
句
合
宿
が
本
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
俳
句
合
宿
で
は
鰻
漁
や
川
海
老
漁
を
体
験
し
、
河
後
森
城
や
不
器
男
記
念
館
を
巡
っ
て
俳
句
を
作
り
、
俳
句
甲

子
園
本
番
さ
な
が
ら
の
厳
し
い
デ
ィ
ベ
ー
ト
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
一
日
目
に
訪
れ
た
不
器
男
記
念
館
で
は
一
般
の
方
も
参
加
し
、「
句
会
ラ
イ
ブ
in
不
器
男
記
念
館
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
句
会
ラ
イ
ブ
の
前
に
松
山
東
高
校
の
森
川
大
和
先
生
に
よ
る
「
俳
句
の
作
り
方
読
み
方
」
の
演
目
で
俳
句
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
新
聞
青
嵐
俳
談
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
俳
句
を
内
容
ご
と
に
分
類
し
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
第
二
部
の
句
会
ラ
イ
ブ
で
は
参
加
者
が
作
っ
た
俳
句
を
楽
し
く
合
評
し
、
不
器
男
記
念
館
の
一
階
の
奥
座
敷
が

老
若
男
女
多
く
の
俳
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
不
器
男
さ
ん
が
生
き
て
い
た
こ
ろ
、
芝
家
（
現 

不
器
男
記
念
館
）
で
は
町
内

の
方
を
招
い
て
た
び
た
び
句
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
句
会
ラ
イ
ブ
で
は
今
か
ら
百
年
前
の
芝
家
の
活
気
が

戻
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
不
器
男
さ
ん
も
参
加
し
た
芝
家
の
句
会
の
記
録
が
い
く
つ
か
不
器
男
記
念
館
に
残
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
中
の
「
南
風
の
巻
」
に
あ
る
次
の
俳
句
を
松
山
東
高
校
の
生
徒
に
紹
介
し
ま
し
た
。

南
風
や
山
の
童
の
蜘
蛛
合

　

南
風
が
吹
い
て
い
る
な
か
、
山
で
子
ど
も
ら
が
女
郎
蜘
蛛
を
戦
わ
せ
て
遊
ん
で
い

る
様
子
を
詠
ん
だ
俳
句
で
す
。
不
器
男
さ
ん
が
こ
の
俳
句
を
雑
誌
に
発
表
し
た
時
は

次
の
よ
う
に
推
敲
し
て
い
ま
す
。

澤
の
辺
に
童
と
居
り
て
蜘
蛛
合

　

原
句
が
「
山
の
童
」
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
推
敲
後
の
「
澤
の
辺
」
は
松
野
西
小
学

校
の
近
く
の
長
谷
池
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
推
敲
後
で
は
「
居
り
て
」
と
、
童
を
見

て
い
る
不
器
男
さ
ん
自
身
も
こ
の
句
の
な
か
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
少
し
の
違

い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
悩
み
抜
い
て
推
敲
し
た
先
に
不
器
男
さ
ん
の
名

句
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
不
器
男
さ
ん
の
推
敲
過
程
が
生
徒
に
と
っ
て
も
少
し
で
も
俳

句
を
作
る
と
き
の
参
考
に
な
れ
ば
意
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世帯数　2,062世帯（前月比 +17世帯）

総人口　3,950人 （前月比 +７人）
　　　　男1,851人　女2,099人
【７月中の異動】
　　　○出　生　１人　○死　亡　11人
　　　○転　入　43人　○転　出　25人

令和元年７月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口
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人
権
の
広
場

松
野
中
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

中
井　

智
子

　

松
野
中
学
校
で
は
、
７
月
31
日
㈬
に
「
地
域
か
ら
学

ぶ
、
つ
な
が
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
権
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
人
権
委
員
会
が
呼
び
か
け
て
、
25
名
の
生

徒
が
参
加
し
、
人
権
ク
イ
ズ
や
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
で

活
動
し
て
い
る
友
達
の
発
表
を
通
し
て
、
共
に
学
び
合

い
ま
し
た
。

　
「
差
別
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
」「
差
別
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
差
別
す
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
」「
差
別

を
見
抜
く
力
を
持
て
る
よ
う
に
学
習
し
た
い
」「
差
別
に

つ
い
て
考
え
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
か
ら
差
別
を
な
く

し
た
い
」「
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
、
差
別

を
な
く
そ
う
と
行
動
し
て
い
る
友
達
の
こ
と
を
知
り
、

自
分
も
一
緒
に
行
動
し
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意

見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
真
剣

に
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
身
近
な
人
と
積
極
的
に
意
見
を
交
わ
す
こ
と
は
、

差
別
を
な
く
す
行
動

に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
人
権
課
題

に
向
き
合
い
、
互
い

を
認
め
合
う
た
め
に
、

家
庭
で
、
地
域
で

ち
ょ
っ
と
話
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

が
差
別
を
な
く
す
た

め
の
大
き
な
一
歩
と

な
る
は
ず
で
す
。

　

町
教
育
長
を
８
年
６
か
月
務
め
ら
れ
た
森
田
位
さ

ん
、
町
教
育
委
員
を
９
年
務
め
ら
れ
た
曽
我
敦
美
さ

ん
が
、
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
功
労
者
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

森
田
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か
ら
教
育
長
と
し
て
、

松
野
中
学
校
の
改
築
や
小
中
学
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

充
実
な
ど
、
曽
我
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か
ら
教
育
委

員
と
し
て
、
子
育
て
現
役
世
代
と
し
て
き
め
細
や
か

な
教
育
環
境
の
整
備
や
幼
児
教
育
の
充
実
な
ど
、
教

育
行
政
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

森
田
位
さ
ん
と
曽
我
敦
美
さ
ん
が

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

功
労
者
表
彰
を
受
賞

松野町へようこそ！

ＡＬＴ（外国語指導助手）ペレイラ アフィアさん挨拶
プロフィール
名　　　　　前　　ペレイラ　アフィア
出　　身　　国　　トリニダード・トバゴ共和国
ニックネーム　　フィーフィ
好きな食べ物　　パスタ、カレー
趣　　　　　味　　 芸術、小道具作り、特殊メイク、

コスプレ、お菓子作り
興味のあること　　ダンス、音楽、芸術、演技
挑戦したいこと　　日本語を読めるようになること

メッセージ
　私は日本語を勉強して、松野の皆さんに英語を教えたいです。
　また、皆さんからいろいろなことを教わり、私の国、トリニダード・
トバゴを知ってもらうことを楽しみにしています。
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農業委員会だより（９月号）
　

農
業
者
年
金
と
は
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安
定
の

た
め
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
配
偶
者
や
後
継
者

な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
５
つ
の
特
徴

①
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式

　

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
将
来
受
給
す

る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
て
い
き
、
こ
の
年
金
原

資
の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠

出
型
）
の
年
金
で
す
。

②
保
険
料
は
い
つ
で
も
見
直
し
可
能

　

将
来
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
保
険
料
を
決

め
ら
れ
、
ま
た
経
営
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で

も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

③
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
あ
り

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加
入
者
・
受
給
者

が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
死
亡
一
時
金

が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に
は
、
公
的
年
金
等

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑤
農
業
の
担
い
手
に
は
保
険
料
補
助

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
方
を
は
じ
め
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の

保
険
料
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
、
女
性
の
加
入
者
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

将
来
設
計
を
立
て
る
場
合
に
は
、
農
業
者
年
金
を
是
非
と

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

農
業
者
年
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
員
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
員
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
秋
募
集
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
） 

は
「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
」
の
２
０
１
９
年
度
秋
募
集
を
９
月
29
日

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
約
70
か
国
・
１
，
０
０
０
を
超
え
る
仕
事
が
、
今
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
現
地
の
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国

づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
大
き

く
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
上
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
Ｈ　
　

Ｐ
】　http://w

w
w
.jica.go.jp/volunteer/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

　

☎
０
３
・
６
７
３
４
・
１
２
４
２
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愛
顔
の
食
べ
き
り
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
募
集
中
！

　

食
べ
残
し
を
別
の
料
理
に
作
り
替
え
る
リ
メ
イ
ク
レ
シ
ピ

や
、
食
材
を
無
駄
な
く
利
用
す
る
使
い
き
り
レ
シ
ピ
な
ど
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
「
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
」
を
９

月
24
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

優
秀
な
ア
イ
デ
ア
に
は
賞
金
３
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
意
識
し
た
行
動
が

大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
県
民
環
境
部 

環
境
局 

循
環
型
社
会
推
進
課

　

計
画
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
６

　

 

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
４

　

junkan-shakai@
pref.ehim

e.lg.jp

集
団
食
中
毒
防
止
月
間
に
つ
い
て

　

９
月
は
「
集
団
食
中
毒
防
止
月
間
」
で
す
。
夏
場
の
酷
暑

は
思
っ
て
い
る
以
上
に
体
力
を
消
耗
し
、
抵
抗
力
も
低
下
し
が
ち

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
中
毒
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
に
敬
老
会
や
運
動
会
、
行
楽
な
ど
、
集
団
で
飲
食
す
る

機
会
の
あ
る
催
し
で
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
み
ん
な
で
食

中
毒
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①　

石
け
ん
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

② 　

弁
当
は
、
食
べ
き
り
、
持
ち
帰
り
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③　

弁
当
は
常
温
で
長
時
間
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
保
健
所
生
活
衛
生
課　

☎
28
・
６
１
０
８

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
財
産
と
権
利
を

守
る
制
度
で
す
。
ご
本
人
の
老
後
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
高

齢
者
を
支
援
す
る
方
々
の
不
安
や
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

10
時
か
ら
１
時
間
程
度
、
後
見
と
遺
言
の
基
礎
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
基
礎
講
座
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

９
月
16
日
㈪
10
時
〜
14
時
（
最
終
受
付
）

【
場　
　

所
】　

宇
和
島
信
用
金
庫　

新
橋
支
店　

２
階

【
費　
　

用
】　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ

め
支
部　

事
務
局

　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
８
０
６
５

未
来
へ
の
約
束
を
公
正
証
書
が
守
り
ま
す

　

10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す
。
公
証
役
場
で
は
、

次
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
も
無
料
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】　

10
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

  

・  

公
正
証
書
（
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
・
債
務
弁
済
な
ど
）
の

作
成

  
・
私
署
証
書
・
会
社
の
定
款
に
対
す
る
認
証

  

・
私
署
証
書
に
対
す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど

　

10
月
６
日
㈰
は
、
公
証
役
場
を
開
庁
し
、
無
料
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

宇
和
島
公
証
役
場　

☎
25
・
２
２
９
２ 

親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
も
う
！

　

き
ほ
く
優
愛
の
里
で
は
、
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

10
月
６
日
㈰　

10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

【
場　
　

所
】　

き
ほ
く
優
愛
の
里

【
対
象
者
】　

１
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
募
集
人
数
】　

10
組
程
度

【
内　
　

容
】

　

よ
し
た
に
運
動
遊
び
ク
ラ
ブ
の
芳
谷
明
徳
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
、
親
子
で
楽
し
く
行
え
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
締　
　

切
】　

９
月
17
日
㈫

　

※ 　

参
加
希
望
の
連
絡
の
際
に
、
住
所・連
絡
先・参
加
人
数・

お
子
さ
ん
の
年
齢
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

き
ほ
く
優
愛
の
里　

乳
児
院　

☎
49
・
５
１
１
５

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請
求

手
続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９　

 

℻ 

03
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

令
和
元
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
受
講
対
象
に
該
当
す
る
事
業
所
等
の
関
係
者
は
、

内
容
を
確
認
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
】

１ 　

劇
場
・
集
会
場
・
遊
技
場
・
飲
食
店
・
物
品
販
売
店
舗
・

宿
泊
施
設
・
病
院
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
施
設
で
、
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
も
の

２ 　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
社
会
福
祉
施
設

で
、
収
容
人
員
が
10
人
以
上
の
も
の

３　

前
記
以
外
の
事
業
所
等
で
収
容
人
員
が
50
人
以
上
の
も
の
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※ 　

右
記
に
該
当
す
る
か
又
は
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
講
対
象
】

１ 　

防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所
等
で
、
資
格
者
が
不
在

の
場
合

２ 　

異
動
等
で
資
格
者
が
不
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ

ら
か
じ
め
資
格
者
を
確
保
す
る
場
合

３　

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
た
い
方

【
日　
　

時
】　

10
月
２
日
㈬
９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　

３
日
㈭
９
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　　
　

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

　
（
宇
和
島
市
丸
之
内
５
丁
目
１
番
18
号
）

【
受
講
料
】

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
受
講
の
際
に
使
用
す
る

テ
キ
ス
ト
代
金
３
，
７
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

当
日
会
場
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お
つ
り
の
要
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
消
防
本

部
予
防
課
、
宇
和
島
消
防
署
、
吉
田
分
署
、
津
島
分
署
又
は

鬼
北
消
防
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※ 　

講
習
の
実
施
要
領
及
び
申
込
用
紙
は
、
宇
和
島
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

予
防
課　

予
防
係

　

☎
22
・
７
５
０
１ 

（
直
通
）

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

町
政
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
左
記
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

☎
42
・
１
１
１
１

　

m
-soum

u@
tow
n.m
atsuno.ehim

e.jp

９
月
₃₀
日
が
納
期
限
の
税
目
等

国
民
健
康
保
険
税　

第
３
期

介
護
保
険
料　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

９
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
役
場
町
民
課
税
務
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課　

税
務
係　

☎
42

・

１
１
１
２

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
募
集

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
防
衛
大

学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１ 
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般

【
応
募
資
格
】　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

11
月
９
日
㈯
及
び
10
日
㈰
（
宇
和
島
市
明
倫
公
民
館
）

２ 

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
・
看
護
学
科
）
学
生

【
応
募
資
格
】　

高
卒
（
見
込
含
） 

21
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

　

看
護
学
科　

10
月
19
日
㈯
（
松
山
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　

医
学
科　

10
月
26
日
㈯ 
及
び
27
日
㈰
（
松
山
大
学
）

【
受
付
締
切
】　

９
月
30
日
㈪

　

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験
に
は
、
推
薦
及
び
総

合
選
抜
コ
ー
ス
（
受
付
締
切
９
月
９
日
㈪
）
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
（
宇
和
島
地
方
合
同
庁
舎
１
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ＮＨＫ放送受信料の免除について（障がいをお持ちの方）
　一定の基準に該当する世帯は、ＮＨＫ放送受信料が免除されます。
　詳しくは、保健福祉課までお問い合わせください。

受信料の免除基準
　全額免除　次の１と２両方に該当する世帯は、ＮＨＫ放送受信料が全額免除されます。
　　１　世帯に身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持つ方がいる
　　２　世帯構成員全員が町民税非課税であること　
　半額免除　次の１と２両方に該当する世帯は、ＮＨＫ放送受信料が半額免除されます。
　　１　世帯主が次のいずれかの手帳を持っている（重度の障がいがある）
　　　　　・身体障害者手帳１～２級 ・身体障害者手帳（視覚障害又は聴覚障害）１～６級
　　　　　・療育手帳「Ａ」  ・精神障害者保健福祉手帳１級
　　２　世帯主がＮＨＫ放送受信契約者であること

申請手続きに必要なもの
　　１　放送受信料免除申請書（保健福祉課窓口にあります。）
　　２　身体障害者手帳、療育手帳又は精神保健福祉手帳
　　３　印鑑

【申請・問い合わせ先】　保健福祉課　☎42-0708
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令和元年７月21日執行
第₂₅回参議院議員通常選挙結果

　参議院議員通常選挙は、令和元年７月21日に投票が行われ、即日開票されました。
　松野町における投・開票の結果は、次のとおりです。

◎参議院比例代表選出議員選挙結果

名簿届出政党等の名称 得票数 名簿届出政党等の名称 得票数

日 本 共 産 党 76.091 幸 福 実 現 党 9.000

自 由 民 主 党 1,176.221 立 憲 民 主 党 215.647

オ リ ー ブ の 木 3.000 労働の解放をめざす労働者党 6.000

社 会 民 主 党 38.000 ＮＨＫから国民を守る党 25.176

公 明 党 271.435 安 楽死制度を考える会 6.000

国 民 民 主 党 140.000 れ い わ 新 選 組 74.425

日 本 維 新 の 会 144.000 合　　　　計 2,184.995

※按分票により小数点第３位まで表示
※各政党の名簿登載者別の得票数は紙面の都合により省略

【問い合わせ先】　松野町選挙管理委員会　☎42-1111

◎有権者数及び投票率（選挙区）

有 権 者 数 3,414

投 票 者 数 2,367

投 票 率 69.33

◎参議院選挙区選出議員選挙結果

候補者氏名 得票数

冨 永　 幸 伸 1,015

永 江　 孝 子 1,267

椋 本　　 薫 50

合　　計 2,332

開催のお知らせ
令和元年度かごもり市場新米まつり

　下記のとおり、かごもり市場新米まつりが開催されます。
　ぜひ、お越しください。

【日　　時】　８月31日（土）10：00～15：00
【場　　所】　かごもり市場前
【内　　容】
　○松野産新米の即売会
　　松野町産の新米を販売します。
　○梅干しの種飛ばし
　　梅干し入りおにぎり（１個100円）の梅干しの種を的に向けて飛ばします。
　○新米の重量あてクイズ
　 　参加者は引いたカードに書かれた重量分の米を予想して取り分け、当たれば取り分け
た分の新米をプレゼント！

　○割引券プレゼント
　　当日、かごもり市場で2,000円お買い上げごとに翌日から使える割引券をプレゼント！

【問い合わせ先】　農林振興課　☎42-1114
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　愛媛県（伊予）と高知県（土佐）をつなぐ予土線は、今年全線開通45周年を迎えますが、これからも私たちの大
切な移動手段であり、思い出を乗せた列車として走り続けてほしいと願っています。
　そこで、今年度も皆さんの思いが詰まった「予土線川柳」を下記のとおり募集します！

【募集テーマ】　「やっぱりすごいぜ予土線」 ・ 「予土線の思い出」
　　　　　　　※　テーマに沿った作品を募集

【募集期間】　９月30日㈪まで（当日消印有効）

【募集部門】　きらきらキッズ部門：小学６年生以下
　　　　　　青 　 春 　 部 　 門：中学１年生から高校３年生まで
　　　　　　い い 大 人 部 門：15歳以上（中学・高校生を除く）

【応募方法】
　郵送、メール又はＦＡＸにより応募してください。
　郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、職業（学生は学校名・学年）、電話番号を忘れずに明記してください。
　ペンネーム・メールアドレスがある場合は記載願います。（ペンネームがない場合、実名で公開します。）　　

【表　　彰】
きらきらキッズ部門
　きらきらキッズ大賞  ２点（賞状と図書券3,000円分と予土線グッズ詰め合わせ）
　入選    ５点（賞状と図書券1,000円分）
青春部門
　青春大賞   ２点（賞状と図書券5,000円分と予土線グッズ詰め合わせ）
　入選    ５点（賞状と図書券1,000円分）
いい大人部門
　いい大人大賞   ２点（賞状と10,000円相当の特産品）
　JR四国賞   ２点（賞状と5,000円相当の賞品）
　入選    ５点（賞状と1,000円相当の特産品）
各市町長賞   ５点（賞状と5,000円相当の特産品）※市町長賞は全作品の中から選出
（宇和島市・鬼北町・松野町・四万十市・四万十町）

【発　　表】　11月中旬（予定）　※　入賞者へ通知。沿線各自治体ホームページに掲示予定。

【作品展示】　12月上旬から、ＪＲ予土線の主要駅等に、入選作品を展示。入選作品を展示した「川柳列車」を運行予定。

【応募規定】　
　・１回につき３句まで応募可能（１人何度でも応募可能）。ただし、入選は１人１作品までとする。
　・応募作品は未発表の作品に限る。
　・応募作品は、入選・落選にかかわらず返却しない。
　・応募に要する経費は、応募者の負担とする。
　・応募作品にかかる著作権・使用権は協議会に帰属する。
　・個人情報については、個人情報保護法に従い、適切な管理を行う。

【応募・問い合わせ先】
　〒798-8601　愛媛県宇和島市曙町１番地
　宇和島市役所企画情報課内　愛媛県予土線利用促進対策協議会「第６回ＪＲ予土線川柳募集」係
　☎24-1111（内線2501）　 ℻20-1905　 kikaku1@city.uwajima.lg.jp　　　

予土線利用促進事業 高知県･愛媛県両利用促進対策協議会連携事業
第６回「ＪＲ予土線川柳」募集
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新庁舎建設だより

松野町新庁舎建設（基本設計）に伴う町民ワークショップを開催しました
　７月13日㈯、山村開発町民センターで「新庁舎建設（基本設計）に伴う町民ワークショップ」を開催しました。
　このワークショップは、新庁舎建設の基本設計を進めるにあたり、町民の皆さんに親しまれ、便利で利用し
やすい新庁舎となるよう、広くご意見をいただくために開催したもので、当日は、中高生７名を含む21名の町
民の皆さんにご参加いただきました。
　ワークショップでは、新庁舎建設事業の概要説明や現庁舎の視察を行った後、７名程度の３つのグループに
分かれ、「みんなが集まれる庁舎をつくろう」を基本テーマとして、「誰もが気軽に訪れ、集まりたくなる庁舎
とは？」、「庁舎の憩いや交流スペース、図書コーナー、
学習スペースに求めるものは？」、「松野町らしい庁舎
とは？」の３つの視点で、意見やアイデアを付箋に書
いて出し合い、模造紙に貼る手法を用いて議論を深め
ました。最後は、グループ毎に意見やアイデアをまとめ、
代表して中高生が発表を行い、参加者全員で意見内容
等を共有しました。
　参加された皆さんは、はじめは硬い表情でしたが、話
し合いが進むにつれて会話が弾み、笑顔も増え、また、
幅広い年代の方が交流する良い機会になるなど、有意
義なワークショップとなりました。
　今後は、皆さまからいただきました貴重なご意見や
ご要望を踏まえ、新庁舎建設に係る基本設計書の作成
に取り組んでいきます。

町民ワークショップ意見・要望等の主なもの

・虹の森公園が見える展望スペースの設置
・広場に芝生スペースを設置
・屋根のある自転車置場の設置
・休日でも利用できるスペース、広場の設置
・  くつを脱いで利用できるスペース（畳敷き）、可動
式の畳を敷くことができるスペースの設置

・受付、待合所の近くにキッズコーナーを設置
・各種展示、発表のできるスペースの設置
・  町の名所、旧跡等の紹介やイベント情報が発信で
きるスペース（ＩＴ活用）の設置

・新庁舎付近へのバス停の移動、待合所の設置
・来庁者対応としての総合案内窓口の設置

・待ち合わせのできる場所がほしい
・  図書コーナーに新聞・雑誌等の閲覧スペースを設
けてほしい
・図書コーナーに自習机を設置してほしい
・仕切られている学習スペースがほしい
・Wi‒Fiが使えるスペースがほしい
・敷地内に休憩できるベンチを設置してほしい
・  町のイメージカラー（緑色）を施設計画に取り入
れてはどうか
・トイレには和式便器もあった方が良い
・自由に利用できる屋外トイレがあった方が良い

幅広い年代の方に参加いただきました

グループ討議の様子 グループ毎に発表し、意見等を共有しました
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医療・保健福祉情報コーナー
「救急の日」及び「救急医療週間」について
　国では、救急医療及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識
を深めることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」とし、９月９
日を含む１週間（９月９日から９月15日まで）を「救急医療週間」
としています。
　近年、休日や夜間、救急病院に軽症の患者さんが集中し、医師の
負担が増えているほか、安易な救急車の呼び出しで出動回数が増加
し、重症な患者さんの搬送に困るケースも増加しています。
　このままでは住民の皆さんに適切な医療を提供できなくなる恐れ
があり、予防のために『愛媛の救急医療を守る県民運動（愛救県民
運動）』を実施しています。これは医療機関や救急車の適切な利用を、
皆さん一人ひとりに心がけていただく取り組みですので、ご協力を
お願いします。

普段からの３つの心がけ

　①　日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
　②　健康診断や検診等により、病気の予防や早期発見に努めましょう。
　③　家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての３つの心がけ

　①　なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
　②　救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合があることに留意しましょう。
　③　休日や夜間で比較的症状の軽い方は在宅当番医を利用しましょう。

休日や夜間にどの病院に行けばよいか分からない場合

　インターネットや音声案内の情報も参考にしましょう。
　『愛媛医療情報ネット』（インターネットで検索）
　『宇和島地区広域事務組合消防本部夜間休日問い合わせ』（☎23-0111）
　お子さんの急な病気やけがの場合『小児救急医療電話相談』（☎♯8000）

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎42-0708

暮らしに役立つ

リハビリ助手緊急募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７：00 ～11：30　12：00 ～ 17：00　　診療時間　９：00 ～12：00　14：00 ～ 17：15
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所　９月５日㈭・吉野診療所９月12日㈭・谷口診療所９月19日㈭
受 付 時 間　13 : 00 ～ 16 : 00　診療時間　13 : 30 ～ 16 : 30　※都合により変更する場合があります。
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松　野　町　財　政　状　況　の　公　表
　松野町財政状況の公表に関する条例の規定により、平成30年度の財政状況を次のとおり公表します。

令和元年８月　松野町長　坂本　　浩

県支出金
9.8%

(341,395,448)

繰入金 3.5%(122,362,780)

地方交付税
50.4%

(1,761,955,000)

町債
11.9%

(416,511,000)

収入額
3,497,445,641

円

国庫支出金
7.1%(249,728,542)

使用料及び手数料 1.2%(42,204,172)
寄附金 0.7%(24,328,024)

地方譲与税 1.1%(38,103,000)

分担金及び負担金 0.5%(17,684,024)

その他 0.4%(17,902,084)
諸収入 1.8%(61,105,315)

繰越金 1.6%(54,994,262)

地方消費税交付金
2.0%(68,600,000)

町税
8.0%

(280,571,990)

支出額
3,380,545,853

円教育費
9.1%

(306,093,533)

民生費
24.7%

(834,761,397)

民生費
24.7%

(834,761,397)

公債費
10.8%

(365,278,324)

公債費
10.8%

(365,278,324)

土木費
8.5%

(287,092,376)

商工費 5.2% (175,819,494)

衛生費 6.3% (212,153,052)

消防費 0.9% (30,410,772)議会費 1.1%(38,862,274)

災害復旧費 3.7%(125,769,880)

総務費
20.2%

(684,158,341)

総務費
20.2%

(684,158,341)

農林水産業費
9.5%

(320,146,410)

合　計
3,380,546

千円

公債費
10.8%

(365,421)

公債費
10.8%

(365,421)

補助費等
15.5%

(523,706)

補助費等
15.5%

(523,706)

物件費
17.9%

(603,257)

物件費
17.9%

(603,257)

繰出金
10.9%

(369,273)

繰出金
10.9%

(369,273)

扶助費 8.8% (298,175)

維持補修費 0.1% (4,300)

貸付金　0.1% (4,000)

災害復旧費 3.9% (130,618)

投資及び出資金 0.9% (30,000)

積立金 0.3% (10,354)

人件費
17.7% 

(598,073)

人件費
17.7% 

(598,073)

普通建設事業費
13.1% 

(443,369)

普通建設事業費
13.1% 

(443,369)

収 

入（
一
般
会
計
）

支 

出（
一
般
会
計
）

性
質
別
支
出
内
訳（
一
般
会
計
）
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松　野　町　財　政　状　況　の　公　表
一般会計の収支状況 税金による収入額

特別会計の収支状況

収 入 済 額 3,497,445,641円
支 出 済 額 3,380,545,853円
差 引 116,899,788円
翌年度へ繰越すべき財源 12,839,000円
実 質 収 支 104,060,788円

科　　　目 収入済額
町 民 税 102,514,733円
固 定 資 産 税 143,437,815円
軽 自 動 車 税 15,195,100円
市 町 村たばこ税 19,424,342円

計 280,571,990円

国民健康保険
歳　入 596,386,466円
歳　出 577,049,667円
差引額 19,336,799円
財政調整基金残高 82,669,231円

住宅新築資金等貸付
歳　入 2,254,600円
歳　出 43,361,263円
差引額 △41,106,663円

中央診療所
歳　入 309,297,206円
歳　出 308,278,877円
差引額 1,018,329円

介護保険
歳　入 754,991,031円
歳　出 726,447,154円
差引額 28,543,877円
介護給付費準備基金 39,914,541円

簡易水道
歳　入 122,850,479円
歳　出 105,390,580円
差引額 17,459,899円
財政調整基金残高 66,324,839円

後期高齢者医療保険事業
歳　入 62,838,645円
歳　出 61,407,121円
差引額 1,431,524円

〔１世帯当たり町税負担額〕
平成31年３月末現在の世帯数： 2,029戸
町 民 税 50,525円
固 定 資 産 税 70,694円
軽 自 動 車 税 7,489円

計 128,708円

〔１人当たり町税負担額〕
平成31年３月末現在の人口： 3,932人
町 民 税 26,072円
固 定 資 産 税 36,480円
軽 自 動 車 税 3,864円

計 66,416円

〔一般会計〕

〔一般会計〕

１世帯当たりの支出額

１人当たりの支出額

1,666,114円

859,752円

基金の状況（平成30年度末現在高）
積　立　基　金

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金 合　　計
847,340,049円 65,184,974円 512,835,993円 1,425,361,016円

定　額　運　用　基　金
土地開発基金 その他定額運用基金 合　　計
75,805,000円 12,920,843円 88,725,843円

※より詳細な内容をホームページにも掲載していますので、ぜひご参照ください。
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

９月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火 延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 日 当 ますだクリニック☎23-6611当楠 崎 内 科☎24-2211
当こばやし小児科☎23-1150当 鬼北町国保三島診療所☎48-0074

２ 月 小中学校始業式

３ 火

４ 水

５ 木

６ 金

７ 土

８ 日 中学校体育祭 当植木整形外科☎22-0022当 中山内科胃腸科☎22-0707
当こおり小児科☎24-5633当松﨑クリニック☎58-4828

９ 月

10 火 健康診査・がん検診／奥野川住民センター

11 水 健康診査・がん検診／蕨生集会所

12 木

13 金 敬老式

14 土 東小学校運動会

15 日 西小学校運動会 当 市立宇和島病院 外科☎25-1111当 市立宇和島病院 内科☎25-1111
当 市立宇和島病院 小児科☎25-1111当市立吉田病院☎52-0611

16 月 敬老の日 当 JCHO宇和島病院 外科☎22-5616当 JCHO宇和島病院 内科☎22-5616
当 上田小児科・外科☎25-0100当 旭川荘南愛媛病院☎45-1101

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土 松野町の医療を考える講演会

22 日 当加藤整形外科☎22-7111当 石川循環器科内科☎20-0320
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当市立津島病院☎32-2011

23 月 秋分の日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当和霊町松浦内科☎23-1510
当こばやし小児科☎23-1150当町立北宇和病院☎45-3400

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日 四万十・南予横断２リバービューライド2019 当鎌 野 病 院☎24-6611当 田中循環器科内科☎22-0504
当こおり小児科☎24-5633当いしむら整形外科☎20-6635

30 月
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